
12月定例会から

可決した主な議案

可決した意見書

　平
成
30
年
12
月
3
日
か

ら
12
月
19
日
ま
で
の
17
日

間
の
会
期
で
、12
月
定
例
会

を
開
催
。5
日
間
の
代
表
・

一
般
質
問
に
お
い
て
知
事
提

出
議
案
を
は
じ
め
、府
政
全

般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、

知
事
提
出
議
案
26
件
を
可

決・同
意
な
ど
し
、8
件
の
意

見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
京
都
府
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
5
号
、

第
6
号
）

■
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護

医
療
院
の
人
員
等
の
基
準
に

関
す
る
条
例
制
定
の
件

■
京
都
府
が
ん
対
策
推
進

条
例
一
部
改
正
の
件

■
多
文
化
共
生
に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備
　■
無
戸
籍
問
題
の
解
消

■
妊
娠・出
産
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
に
、医
療
費
の
妊
婦

加
算
制
度
の
見
直
し

■
義
援
金
差
押
禁
止
法
の
恒
久
化   

■
認
知
症
施
策
の
推
進

■Society5.0

時
代
に
向
け
た
学
校
教
育
環
境
の
整
備

■
障
が
い
者
雇
用
水
増
し
問
題
の
再
発
防
止
策
の
徹
底
及
び
障
が
い

者
の
労
働
環
境
整
備

■
水
道
法
改
正
に
対
し
て
持
続
可
能
な
水
道
の
基
盤
強
化

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

平
成
30
年
12
月
6
、7
日
に

行
わ
れ
た
代
表
質
問
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す（
質
問
順
）

代表
質問

質
問

答
弁 　防

災
計
画
の
策
定
、見
直
し
に
お
い
て
は
過
去
事

例
を
分
析
し
、次
の
計
画
へ
生
か
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、今
年
度
発
生
し
た
災
害
の
課
題
把
握
や

そ
の
克
服
に
向
け
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

状
況
は
ど
う
か
。

　平
成
30
年
の
災
害
で
は
、避
難
情
報
が
住
民
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、停
電
に

よ
る
府
民
生
活
へ
の
支
障
な
ど
課
題
が
多
か
っ
た

た
め
、専
門
家
に
よ
る
検
証
会
議
を
設
置
し
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

質
問

答
弁 　重

度
障
が
い
児
な
ど
を
受
け
入
れ
る
施
設
が

少
な
く
、保
護
者
の
就
労
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
的
ケ
ア
を
要
す
る
児
童
の
保
育
環
境
や
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
充
実
が
保
護
者
の
就
労

促
進
に
な
る
と
考
え
る
が
、ど
う
取
り
組
む
か
。

　全
て
の
子
ど
も
が
共
に
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
し

「
京
都
府
障
害
児
福
祉
計
画
」を
策
定
。専
門
的
ケ
ア
を

要
す
る
児
童
の
保
育
所
等
へ
の
受
入
拡
大
な
ど
を
図
る

と
と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
し
、重
層
的
な
障
害
児
の

地
域
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

菅
谷 

寛
志
　自
民
　山
科
区

原
田 

完

共
産

　中
京
区

▼ 

安
倍
政
権
の
深
刻
な
一
次
産
業
こ
わ
し

に
つ
い
て

▼ 

農
業
問
題
に
つ
い
て

家
元 

優

自
民

　福
知
山
市

▼ 

京
都
府
北
部
U
I
タ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
教
育
に
つ
い
て

▼ 

京
都
府
北
部
地
域
に
お
け
る
地
域
創
生

と
福
知
山
公
立
大
学
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て

自
民

　京
田
辺
市
・
綴
喜
郡

尾
形 

賢

▼ 

府
政
の
果
た
す
地
域
へ
の
役
割
に
つ
い
て

▼ 

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
児
童
へ
の
保
育
支
援
に

つ
い
て

公
明

　山
科
区

林 

正
樹

▼ 

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
伴
う
多
文

化
共
生
の
京
都
の
推
進
に
つ
い
て

▼ 

建
設
職
人
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

12月11日㈫

田
中 

美
貴
子

府
民

　宇
治
市
・
久
世
郡

▼ 

農
業
施
策
に
つ
い
て

▼ 

大
規
模
災
害
に
お
け
る
体
制
整
備
に

つ
い
て

島
田 

敬
子

共
産

　右
京
区

▼ 

美
山
診
療
所
の
医
師
確
保
及
び
へ
き
地

医
療
支
援
に
つ
い
て

▼ 

介
護
保
険
の
生
活
援
助
制
限
及
び
人
材

確
保
に
つ
い
て

自
民

　京
丹
後
市

巽 

昭
▼ 

医
師
不
足
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

▼ 

介
護
職
員
不
足
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

自
民

　伏
見
区

渡
辺 

邦
子

▼ 

開
か
れ
た
府
政
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

旧
本
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

▼ 

犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

条
例
制
定
後
の
課
題
や
進
捗
に
つ
い
て

12月12日㈬

酒
井 

常
雄

府
民

　城
陽
市

▼ 

政
策
と
施
策
に
つ
い
て

▼ 

先
進
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

片
山 

誠
治

自
民

　南
丹
市
・
船
井
郡

▼ 

府
民
協
働
型
イ
ン
フ
ラ
保
全
事
業
に
つ
い
て

▼ 

桂
川
上
流
域
園
部
川
の
治
水
対
策
に

つ
い
て

浜
田 

良
之

共
産

　北
区

▼ 

憲
法
９
条
改
悪
を
許
さ
ず
、平
和
を
守
る

諸
問
題
に
つ
い
て

▼ 

原
発
事
故
時
の
避
難
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

石
田 

宗
久

自
民

　左
京
区

▼ 

台
風
21
号
に
よ
る
風
倒
木
対
策
に
つ
い
て

▼ 

あ
お
り
運
転
に
つ
い
て

12月10日㈪

過
去
の
災
害
を
踏
ま
え
た

防
災
計
画
を

岡
本 

和
德
　府
民
　右
京
区

質
問

答
弁 　非

正
規
雇
用
率
の
悪
化
や
違
法
な
長
時
間
労
働

へ
の
対
策
が
急
務
と
考
え
る
。そ
の
た
め
、長
時
間

労
働
の
規
制
、非
正
規
の
正
規
へ
の
転
換
、中
小

企
業
の
賃
上
げ
支
援
な
ど
５
点
を
含
む
、誰
も
が
安

心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

　労
働
時
間
な
ど
は
全
国
一
律
で
の
対
応
が
必
要
。

ま
た
、既
に
中
小
企
業
応
援
条
例
で
は
、賃
上
げ
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
経
営
安
定
等
に
つ
い
て

規
定
し
て
お
り
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
や
働
き
方

改
革
の
推
進
な
ど
着
実
に
取
り
組
む
。

成
宮 

真
理
子
　共
産
　西
京
区

労
働
環
境
改
善
の
条
例
制
定
を

専
門
的
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
保
育
充
実
を

● 

2
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30
分 

〜 

11
時
00
分

● 

3
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30
分 

〜 

11
時
00
分

代表
質問

出前高校生
議会

平成３０年７月～
平成３１年１月
11校で実施！

詳しくは中面をチェック！

2
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

テ
レ
ビ
番
組 「
府
議
会ｃａ
ｆｅ
京
都（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
）」

※

代
表
・一
般
質
問
や
各
委
員
会
は
、議
場
や
委
員
会
室
で

傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
可
）か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

代
表
質
問

2
月
１2
日（
火
）、13
日（
水
）

一
般
質
問

2
月
１4
日（
木
）、15
日（
金
）、18
日（
月
）

常
任
委
員
会

3
月
7
日（
木
）、8
日（
金
）

特
別
委
員
会

3
月
11
日（
月
）

予
算
特
別
委
員
会

2
月
１8
日（
月
）〜
3
月
12
日（
火
）

閉
会

3
月
13
日（
水
）

会
期

2
月
6
日（
水
）〜
3
月
13
日（
水
）

こ
れ
ら
の
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。
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立
命
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治
高
等
学
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2
年
生

岡
田 

望
愛
さ
ん
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書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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府議会議員が高校に出向いて、
高校生と率直な意見交換。多くの
高校生に「議会への関心が高
まった」と感じてもらえました。

出前高校生
議会とは…？

出前高校生
議会

平成３０年７月～
平成３１年１月
11校で実施！

詳しい内容はoに
掲載しています。

代表
質問

質
問

答
弁 　京

都
舞
鶴
港
国
際
ふ
頭
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

さ
れ
る
国
道
２７
号
西
舞
鶴
道
路
と
臨
港
道
路
上

安
久
線
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、国
際

ふ
頭
の
コ
ン
テ
ナ
受
け
入
れ
能
力
が
限
界
に
近
い

た
め
、機
能
強
化
を
す
べ
き
。

　国
道
２７
号
西
舞
鶴
道
路
は
整
備
が
順
調
に
進
み
、

臨
港
道
路
上
安
久
線
に
つ
い
て
も
、舞
鶴
市
と
連

携
し
国
に
事
業
促
進
を
要
請
し
て
い
る
。ま
た
、

急
増
す
る
コ
ン
テ
ナ
に
対
応
す
る
た
め
、コ
ン
テ
ナ

蔵
置
機
能
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

質
問

答
弁 　待

機
児
童
対
策
は
非
常
に
重
要
だ
が
、労
働
力

確
保
の
観
点
の
み
の
対
策
は
本
当
の
意
味
で
の

子
育
て
環
境
整
備
と
は
言
え
な
い
。就
業
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、子
育
て
し
た
い
と
思
う
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
環
境
整
備
を
。

　子
育
て
環
境
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、保
護
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
総
合
的
な
施
策
の

展
開
が
重
要
。そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、夏
ま
で
に

「
子
育
て
環
境
日
本一推
進
戦
略（
仮
称
）」と
し
て

取
り
ま
と
め
る
。

質
問

答
弁 　嵐

山
地
区
は
緊
急
治
水
対
策
に
加
え
、戦
後

最
大
の
洪
水
を
引
き
起
こ
し
た
昭
和
28
年
の
台
風

13
号
に
対
応
で
き
る
改
修
が
必
要
と
考
え
る
。

府
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か
ら
の
国
と

連
携
し
た
推
進
方
策
は
ど
う
か
。

　昭
和
28
年
台
風
13
号
洪
水
へ
の
対
応
を
目
指
し
、

河
道
掘
削
や
嵐
山
地
区
の
井
堰
撤
去
な
ど
河
川

改
修
に
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
国
、

京
都
市
と
連
携
し
、洪
水
時
の
み
立
ち
上
が
る

景
観
に
配
慮
し
た
堤
防
整
備
を
は
じ
め
、さ
ら
な

る
治
水
対
策
に
取
り
組
む
。

質
問

答
弁 　本

府
の
水
産
業
は
、養
殖
業
の
生
産
量
が
こ
の

10
年
で
２
倍
に
な
る
な
ど
成
長
の
兆
し
も
あ
る
。

高
品
質
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、人
材
育
成
な
ど
各
分

野
に
お
け
る
水
産
業
振
興
の
課
題
と
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　水
産
業
振
興
は
、供
給
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、収
益

力
、人
材
育
成
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
。

全
国
と
比
べ
低
い
養
殖
業
の
生
産
割
合
を
増
や
す

こ
と
や
、天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
出
荷
シ
ス
テ
ム

構
築
な
ど
、足
腰
の
強
い
水
産
業
を
目
指
す
。

諸
岡 

美
津
　公
明
　右
京
区

嵐
山
地
区
の
治
水
対
策
を

府
北
部
の
水
産
業
振
興
を

中
島 

武
文
　自
民
　宮
津
市・与
謝
郡

小
原 

舞
　府
民
　舞
鶴
市

コ
ン
テ
ナ
機
能
強
化
な
ど

京
都
舞
鶴
港
の
整
備
を

中
村 

正
孝
　自
民
　亀
岡
市

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

子
育
て
環
境
整
備
を

議員活動について
府立東宇治高等学校

主な意見・質問
議会以外での議員活動について自分
たちが手伝えることはあるか

学校の予算の決め方、
選挙の投票
府立田辺高等学校

主な意見・質問
学校へのエアコン設置を進めてほしい

府北部地域の活性化に
つながる人材育成について
府立海洋高等学校

主な意見・質問

９ ７金

平成30年

娯楽施設をはじめ、若者が遊ぶ場所が
北部にない

外国人の雇用、人権、
多文化理解
府立洛北高等学校

主な意見・質問

９ １１火

平成30年

難民問題についてどう考えるか

地域を活性化させるために
若者が考えなければならないこと
府立峰山高等学校

主な意見・質問

１１１５木

平成30年

府北部には働く場所が少ないため、地元に
残る人が少ない

地域活性化のために
高校生ができること
府立北嵯峨高等学校

主な意見・質問
観光客が増え、ごみの増加が深刻化し
ている

身近な課題に対する提案
京都橘高等学校

主な意見・質問

１１３０金

平成30年

国際化が進むなか、学校教育でも英語
以外の外国語も学ぶべき

議員活動について
立命館宇治高等学校

主な意見・質問

１ 7月

平成31年

京都府立山城総合運動公園（太陽が丘）を

利用した地域活性化を

7 ２０金

平成30年

7 1９木

平成30年

１１１６金

平成30年

議員の仕事について
府立洛東高等学校

高校生と 府議会議員が議論!
平成31年1／11金

災害が起きても安心・安全と
思える京都にするには　他
府立東稜高等学校

平成31年1／17木

地域活性化のために
高校生ができること
府立南陽高等学校

主な意見・質問
地域活性化のため、小規模なところから

活動することが大事だと感じた

7 17火

平成30年

府議会は
若者の意見も
大事にします。

ワンポイント

選挙権年齢の１８歳以上への引

き下げを踏まえ、府議会では学

生など若い方の声を聞く活動を

積極的に行っています。京都府

の未来を担う若い方の意見をこ

れからも大事にしていくワン！

詳しい内容はoに
掲載しています。
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府議会議員が高校に出向いて、
高校生と率直な意見交換。多くの
高校生に「議会への関心が高
まった」と感じてもらえました。

出前高校生
議会とは…？

出前高校生
議会

平成３０年７月～
平成３１年１月
11校で実施！

詳しい内容はoに
掲載しています。

代表
質問

質
問

答
弁 　京

都
舞
鶴
港
国
際
ふ
頭
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

さ
れ
る
国
道
２７
号
西
舞
鶴
道
路
と
臨
港
道
路
上

安
久
線
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、国
際

ふ
頭
の
コ
ン
テ
ナ
受
け
入
れ
能
力
が
限
界
に
近
い

た
め
、機
能
強
化
を
す
べ
き
。

　国
道
２７
号
西
舞
鶴
道
路
は
整
備
が
順
調
に
進
み
、

臨
港
道
路
上
安
久
線
に
つ
い
て
も
、舞
鶴
市
と
連

携
し
国
に
事
業
促
進
を
要
請
し
て
い
る
。ま
た
、

急
増
す
る
コ
ン
テ
ナ
に
対
応
す
る
た
め
、コ
ン
テ
ナ

蔵
置
機
能
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

質
問

答
弁 　待

機
児
童
対
策
は
非
常
に
重
要
だ
が
、労
働
力

確
保
の
観
点
の
み
の
対
策
は
本
当
の
意
味
で
の

子
育
て
環
境
整
備
と
は
言
え
な
い
。就
業
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、子
育
て
し
た
い
と
思
う
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
環
境
整
備
を
。

　子
育
て
環
境
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、保
護
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
総
合
的
な
施
策
の

展
開
が
重
要
。そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、夏
ま
で
に

「
子
育
て
環
境
日
本一推
進
戦
略（
仮
称
）」と
し
て

取
り
ま
と
め
る
。

質
問

答
弁 　嵐

山
地
区
は
緊
急
治
水
対
策
に
加
え
、戦
後

最
大
の
洪
水
を
引
き
起
こ
し
た
昭
和
28
年
の
台
風

13
号
に
対
応
で
き
る
改
修
が
必
要
と
考
え
る
。

府
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か
ら
の
国
と

連
携
し
た
推
進
方
策
は
ど
う
か
。

　昭
和
28
年
台
風
13
号
洪
水
へ
の
対
応
を
目
指
し
、

河
道
掘
削
や
嵐
山
地
区
の
井
堰
撤
去
な
ど
河
川

改
修
に
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
国
、

京
都
市
と
連
携
し
、洪
水
時
の
み
立
ち
上
が
る

景
観
に
配
慮
し
た
堤
防
整
備
を
は
じ
め
さ
ら
な
る

治
水
対
策
に
取
り
組
む
。

質
問

答
弁 　本

府
の
水
産
業
は
、養
殖
業
の
生
産
量
が
こ
の

10
年
で
２
倍
に
な
る
な
ど
成
長
の
兆
し
も
あ
る
。

高
品
質
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、人
材
育
成
な
ど
各
分

野
に
お
け
る
水
産
業
振
興
の
課
題
と
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　水
産
業
振
興
は
、供
給
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、収
益

力
、人
材
育
成
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
。

全
国
と
比
べ
低
い
養
殖
業
の
生
産
割
合
を
増
や
す

こ
と
や
、天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
出
荷
シ
ス
テ
ム

構
築
な
ど
、足
腰
の
強
い
水
産
業
を
目
指
す
。

諸
岡 

美
津
　公
明
　右
京
区

嵐
山
地
区
の
治
水
対
策
を

府
北
部
の
水
産
業
振
興
を

中
島 

武
文
　自
民
　宮
津
市・与
謝
郡

小
原 

舞
　府
民
　舞
鶴
市

コ
ン
テ
ナ
機
能
強
化
な
ど

京
都
舞
鶴
港
の
整
備
を

中
村 

正
孝
　自
民
　亀
岡
市

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

子
育
て
環
境
整
備
を

議員活動について
府立東宇治高等学校

主な意見・質問
議会以外での議員活動について自分
たちが手伝えることはあるか

学校の予算の決め方、
選挙の投票
府立田辺高等学校

主な意見・質問
学校へのエアコン設置を進めてほしい

府北部地域の活性化に
つながる人材育成について
府立海洋高等学校

主な意見・質問

９ ７金

平成30年

娯楽施設をはじめ、若者が遊ぶ場所が
北部にない

外国人の雇用、人権、
多文化理解
府立洛北高等学校

主な意見・質問

９ １１火

平成30年

難民問題についてどう考えるか

地域を活性化させるために
若者が考えなければならないこと
府立峰山高等学校

主な意見・質問

１１１５木

平成30年

府北部には働く場所が少ないため、地元に
残る人が少ない

地域活性化のために
高校生ができること
府立北嵯峨高等学校

主な意見・質問
観光客が増え、ごみの増加が深刻化し
ている

身近な課題に対する提案
京都橘高等学校

主な意見・質問

１１３０金

平成30年

国際化が進むなか、学校教育でも英語
以外の外国語も学ぶべき

議員活動について
立命館宇治高等学校

主な意見・質問

１ 7月

平成31年

京都府立山城総合運動公園（太陽が丘）を

利用した地域活性化を

7 ２０金

平成30年

7 1９木

平成30年

１１１６金

平成30年

議員の仕事について
府立洛東高等学校

高校生と 府議会議員が議論!
平成31年1／11金

災害が起きても安心・安全と
思える京都にするには　他
府立東稜高等学校

平成31年1／17木

地域活性化のために
高校生ができること
府立南陽高等学校

主な意見・質問
地域活性化のため、小規模なところから

活動することが大事だと感じた

7 17火

平成30年

府議会は
若者の意見も
大事にします。

ワンポイント

選挙権年齢の１８歳以上への引

き下げを踏まえ、府議会では学

生など若い方の声を聞く活動を

積極的に行っています。京都府

の未来を担う若い方の意見をこ

れからも大事にしていくワン！

詳しい内容はoに
掲載しています。
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12月定例会から

可決した主な議案

可決した意見書

　平
成
30
年
12
月
3
日
か

ら
12
月
19
日
ま
で
の
17
日

間
の
会
期
で
、12
月
定
例
会

を
開
催
。5
日
間
の
代
表
・

一
般
質
問
に
お
い
て
知
事
提

出
議
案
を
は
じ
め
、府
政
全

般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、

知
事
提
出
議
案
26
件
を
可

決・同
意
な
ど
し
、8
件
の
意

見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
京
都
府
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
5
号
、

第
6
号
）

■
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護

医
療
院
の
人
員
等
の
基
準
に

関
す
る
条
例
制
定
の
件

■
京
都
府
が
ん
対
策
推
進

条
例
一
部
改
正
の
件

■
多
文
化
共
生
に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備
　■
無
戸
籍
問
題
の
解
消

■
妊
娠・出
産
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
に
、医
療
費
の
妊
婦

加
算
制
度
の
見
直
し

■
義
援
金
差
押
禁
止
法
の
恒
久
化
■
認
知
症
施
策
の
推
進

■Society5.0

時
代
に
向
け
た
学
校
教
育
環
境
の
整
備

■
障
が
い
者
雇
用
水
増
し
問
題
の
再
発
防
止
策
の
徹
底
及
び
障
が
い

者
の
労
働
環
境
整
備

■
水
道
法
改
正
に
対
し
て
持
続
可
能
な
水
道
の
基
盤
強
化

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

平
成
30
年
12
月
6
、7
日
に

行
わ
れ
た
代
表
質
問
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す（
質
問
順
）

代表
質問

質
問

答
弁 防

災
計
画
の
策
定
、見
直
し
に
お
い
て
は
過
去
事

例
を
分
析
し
、次
の
計
画
へ
生
か
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、今
年
度
発
生
し
た
災
害
の
課
題
把
握
や

そ
の
克
服
に
向
け
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

状
況
は
ど
う
か
。

平
成
30
年
の
災
害
で
は
、避
難
情
報
が
住
民
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、停
電
に

よ
る
府
民
生
活
へ
の
支
障
な
ど
課
題
が
多
か
っ
た

た
め
、専
門
家
に
よ
る
検
証
会
議
を
設
置
し
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

質
問

答
弁 重

度
障
が
い
児
な
ど
を
受
け
入
れ
る
施
設
が

少
な
く
、保
護
者
の
就
労
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
的
ケ
ア
を
要
す
る
児
童
の
保
育
環
境
や
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
充
実
が
保
護
者
の
就
労

促
進
に
な
る
と
考
え
る
が
、ど
う
取
り
組
む
か
。

全
て
の
子
ど
も
が
共
に
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
し

「
京
都
府
障
害
児
福
祉
計
画
」を
策
定
。専
門
的
ケ
ア
を

要
す
る
児
童
の
保
育
所
等
へ
の
受
入
拡
大
な
ど
を
図
る

と
と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
し
、重
層
的
な
障
害
児
の

地
域
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

菅
谷
寛
志
自
民

山
科
区

原
田
完

共
産

　中
京
区

▼
安
倍
政
権
の
深
刻
な
一
次
産
業
こ
わ
し

に
つ
い
て

▼
農
業
問
題
に
つ
い
て

家
元
優

自
民

　福
知
山
市

▼
京
都
府
北
部
U
I
タ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
教
育
に
つ
い
て

▼
京
都
府
北
部
地
域
に
お
け
る
地
域
創
生

と
福
知
山
公
立
大
学
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て

自
民

　京
田
辺
市
・
綴
喜
郡

尾
形
賢

▼
府
政
の
果
た
す
地
域
へ
の
役
割
に
つ
い
て

▼
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
児
童
へ
の
保
育
支
援
に

つ
い
て

公
明

　山
科
区

林
正
樹

▼
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
伴
う
多
文

化
共
生
の
京
都
の
推
進
に
つ
い
て

▼
建
設
職
人
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

12月11日㈫

田
中
美
貴
子

府
民

　宇
治
市
・
久
世
郡

▼
農
業
施
策
に
つ
い
て

▼
大
規
模
災
害
に
お
け
る
体
制
整
備
に

つ
い
て

島
田
敬
子

共
産

　右
京
区

▼
美
山
診
療
所
の
医
師
確
保
及
び
へ
き
地

医
療
支
援
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
の
生
活
援
助
制
限
及
び
人
材

確
保
に
つ
い
て

自
民

　京
丹
後
市

巽
昭

▼
医
師
不
足
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

▼
介
護
職
員
不
足
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

自
民

　伏
見
区

渡
辺
邦
子

▼
開
か
れ
た
府
政
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

旧
本
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

▼
犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

条
例
制
定
後
の
課
題
や
進
捗
に
つ
い
て

12月12日㈬

酒
井
常
雄

府
民

　城
陽
市

▼
政
策
と
施
策
に
つ
い
て

▼
先
進
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

片
山
誠
治

自
民

　南
丹
市
・
船
井
郡

▼
府
民
協
働
型
イ
ン
フ
ラ
保
全
事
業
に
つ
い
て

▼
桂
川
上
流
域
園
部
川
の
治
水
対
策
に

つ
い
て

浜
田
良
之

共
産

　北
区

▼
憲
法
９
条
改
悪
を
許
さ
ず
、平
和
を
守
る

諸
問
題
に
つ
い
て

▼
原
発
事
故
時
の
避
難
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

石
田
宗
久

自
民

　左
京
区

▼
台
風
21
号
に
よ
る
風
倒
木
対
策
に
つ
い
て

▼
あ
お
り
運
転
に
つ
い
て

12月10日㈪

過
去
の
災
害
を
踏
ま
え
た

防
災
計
画
を

岡
本
和
德
府
民

右
京
区

質
問

答
弁 　非

正
規
雇
用
率
の
悪
化
や
違
法
な
長
時
間
労
働

へ
の
対
策
が
急
務
と
考
え
る
。そ
の
た
め
、長
時
間

労
働
の
規
制
、非
正
規
の
正
規
へ
の
転
換
、中
小

企
業
の
賃
上
げ
支
援
な
ど
５
点
を
含
む
、誰
も
が
安

心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

　労
働
時
間
な
ど
は
全
国
一
律
で
の
対
応
が
必
要
。

ま
た
、既
に
中
小
企
業
応
援
条
例
で
は
、賃
上
げ
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
経
営
安
定
等
に
つ
い
て

規
定
し
て
お
り
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
や
働
き
方

改
革
の
推
進
な
ど
着
実
に
取
り
組
む
。

成
宮
真
理
子
　共
産
　西
京
区

労
働
環
境
改
善
の
条
例
制
定
を

専
門
的
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
保
育
充
実
を

● 

2
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜 

11
時
00
分

● 

3
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜 

11
時
00
分

代表
質問

出前高校生
議会

平成３０年７月～
平成３１年１月
11校で実施！

詳しくは中面をチェック！

2
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

テ
レ
ビ
番
組
「
府
議
会ｃａ
ｆｅ
京
都（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
）」

※

代
表
・一
般
質
問
や
各
委
員
会
は
、議
場
や
委
員
会
室
で

傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
可
）か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

代
表
質
問

2
月
１2
日（
火
）、13
日（
水
）

一
般
質
問

2
月
１4
日（
木
）、15
日（
金
）、18
日（
月
）

常
任
委
員
会

3
月
7
日（
木
）、8
日（
金
）

特
別
委
員
会

3
月
11
日（
月
）

予
算
特
別
委
員
会

2
月
１8
日（
月
）〜
3
月
12
日（
火
）

閉
会

3
月
13
日（
水
）

開
会

2
月
6
日（
水
）〜
3
月
13
日（
水
）

こ
れ
ら
の
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。
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た
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